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〔識変の告知〕

10月1日以[主j勢言建設Il)誌です。言明王監災が9fl24 B ~ 

30日Il)擦?に災査察を雪江衡に飼いますe ぎ記入された調
査察;ま10J11 隠 ~lO月 5 Elの指B二議委造疑が紛収に伺

いますc

10 FI 1 B、全国いっせいに溺勢調査が行われます。

若い長まさんを含め、関内にi主んでいるすべての人が

調査の対象となります。国勢調ヨおよ、大正 91ドの第

1隊議重量以来、 5年ごとに実施されてきました。今

紛の調査は務13刻尽に為たり、わが閣の去をも基本的

な繍殺として綴殺や雇用、変~1ぎなどの ffi改め基礎資

料として生かされるほか、 i設空手各砲が参加する flき

80'午後手手人口・住民谷毛主ンサス五十機jJの一環として、

凶際的lこも毅空整会窓遣ををもっていますe 較しい資料

による章者しい窃づくり。緩い皆さんの協力が必要をさ訟

ので、すり 我孫子市国勢鵠査本部位85-1146・85-0611
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盟ご構り

齢
耐
震
縫
(
は
か
り
〉
の
審
議
銀
資

計
量
器
の
線
変
務
遂
を
桑
く
維
持
す

る
た
め
、
計
護
法
で
年
一
一
回
申
告
綴
検
査

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

遼
廷
を
{
定
開
制
緩
遂
を
行
な
ヲ
た
め
、

高
同
様
、
工
場
、
病
段
、
学
校
な
ど
へ
講

義
H
R
が
お
鍔
い
し
ま
す
的
で
ゆ
}
協
力
く

だ
さ
い
。

V
絞
殺
綴
織
九
回
月
“
一
十
日
口
か
ら
十
月

十
九
円
ね
ま
で

健輔君

&掴

こ
の
公
留
は
、
天
王
台
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。
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わ
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。
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は
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連
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な
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あ
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仏
教
育
が
州
叫
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双
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。
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、
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気
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争躍ります。

不 I~蛍光灯照明 *都市
|ガス用調問湯沸し器

層|ピ*ピ戸ノヰミ

面白|タイプ *セミダブル

守守|べ、ジド *ベピーダン

議|ス *電動ミシン
|争滋ってください春、

コロ三::クtべご
よほ孟持ヰ
||-1135シ、

(商工諜〉

募 集

市政10周年記念文化祭
短叡大会作鵠

惨日時 101弓268(日〕午後守符

から5時

砂金爆市民会館大会議室

惨作昆締切日旬月初日〈祝〉

惨申込方法ハガキ!こ雑諒2首、

住所、氏名、年齢、滋業を記入し

て申し込んでく止ささい。

砂申込 先 寿2-16 竹鈴木幸

官邸-0252
〈文化連想手賞沼短歓会〉

|硬式 テ ニ ス 市 民 大 会 |

惨種田 ダブルストーナメント、

男女苔ABCクラス

b日時 10月5日 '128 午前8
時集合(雨天煩延〉

砂場所湖北台中央公園テニスコ

ート

砂著書加費 1人200用

砂参加資格市内在住、在勤の16

歳以上の万

砂申唱且ゐ締切日 9月25日必着

砂申込み方法ハガキに参加クラ

スとベ戸名、住所を記入

砂申込み先 我孫子市中島幸3825-

4o 'Jリ11健一郎 ft87-2625 

|軟式テニス市民大会 |

惨日時 9月初臼(臼)9時開始

砂 種 別男子一部 (A級〉、 2部

〈巳級〉、壮年、女子1部 (A級〉

2部 (B級〉

惨鼠合方法各ダブルストーナメ

ント戦

惨会場男子(濁北台中央公園テ

ニスコート〉、壮年と女子(手賀

沼公園テニスコ ト〕※当日、各

コ トに集合のこと。

砂資格市内在住、在勤の高校生

以上と市軟庭連登録会員

惨事事加料 守チーム2∞円

砂申込み締切 9月23日
砂申込み方法 ぺ戸を組んで住所

氏名、年齢、種別を明記しハガキ

で。

砂申込み先我孫子市寿1-19ー

(4) 
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ω
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式

一

寺

昨
昨
日
闘
が
相
一
一
回

w

球

月

子

「

|

L

b
集合、午前9時開会

砂場所手費沼公園テ三スコ ト

砂参加資格 45歳以上で市内在住

在勤の万

惨参加費守人5∞円

砂試合方法ママさんクラブの協

力を得て混合ダブルスとする

砂申込方法ハガキに住所、氏名、

電話番号、年齢、前後衛問を記

入し、 9月20日までに申し込むこ

と。

惨申込先我孫子市柴緒449一犯B

詳しくは、千葉海上保安部管理

課宮0472(42) 7329 

|千葉県警察官|

惨探用予定人員 230名(男子〉

*大卒、卒業見込書昭和28年4
月2白から34年4月1自に生まれ

芝方

キ上記以外の方(高絞卒見込書〉

昭和28年4月2白から38年4月

1臼に生まれ疋方

砂採用予定期日昭和56年4月上

旬

砂受信期間 9月27日まで受{寸ま

す。

砂受付場所柏嘗察署、警察官派

出所、駐在所

詳しくは抱警察署へ

寸

」
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台
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井
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宅
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印
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一
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般
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地
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金
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地

λυ
一

宅

の

在

孟

宅

一

住

台

所

「
|
」
⑥
央

h
p

2丁目4番8ほか

砂申込受信 9月29日(月〉から

10月5臼(日〉

詳しくは千葉県住宅供給公社募

集諜まで官官472(27)日制

小椋久雄官82ー鉛4o ，8，成田二ユタウンの宅地分譲

|古典文学講獲| : 所在 飽 成田市橋酎1丁目ほ

争濠氏物語講読⑨

惨議師箆沢大学叡授池田俗氏

惨講mB 0第守口 10月38

(金) 0第2副知月17日〈金〉

O第3U司旬月31臼〈金 o第

4回 '11月刊日(金 o第5ロ
竹月28臼(金〉

砂 詩 筒 午 前T日時から12持

砂会場市民会館第2会議室

1米寿の祝!こ説話題呈|

郵政省簡易保険では、加入者の

ための福祉事業の一環として、高

齢者の健康の保持と増進、 J白書保

護¢場である加入者ホムを設け

るなどしています。今年a歳を迎

える人fさち(市内29名〉には、 00

1T目2番2号〉から社会福祉の

疋めにf∞万円の寄{寸ガありまし

だ。社会福祉施設整備のだめに使

わせていだだきます。

争飯包医院(白山1-25)から寿

保育園!こ乳児用ベッドガ寄贈され

ました。

⑥村山正之さん〈つくし野77-2日〉

政大臣から記念箇を諮り、米寿を から老人福祉セニターへ座布団5

お祝いすることになりまし疋。 授の寄贈がありまし定。

簡易保険の資会は、この他、地 / ¥ 

万自治Cいろいろ役立っています。((市民会舘@錯し物))

|⑮雪⑧ l ¥/
干潟の 然観察| 中東京都~響楽団コンサートo

広大な小園11河口の干潟で、シ

ギ・チドリなどの旅鳥、数種の力

二や員、濡溜りの稚魚を探します。

観察用異は特に必要としません。

砂期日 9月23日(祝〉

砂集合中央公民館前午前8時、

パス8時10分出発、午後5時頃帰

着

惨会費(突通その他}

大人 1∞0円
中学生以下 5∞円

惨待物と飯装 昼食、水筒、中昌子、

タオル、コム畏靴〈干潟時運|こ入

ります〉

惨定員 40名〈定員!こなりしだい

締め切ります〉

砂申込先渡辺義雄官82-0521

詳しくは干葉県都市公社成田安 |登

砂申込受信 9月17臼(水〕から 砂主催我孫子野鳥を守る会

9月22臼(月〉
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四
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一

早
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引

砂申込み締切 9月25日
修テキスト 守部 550円、初回に 砂申込み先企画課きで電話で

会場で配布します。

惨申込方法ハガキ巳住所、氏名、 お知らせ
年齢、電話番号ろ記入し、我孫子

市民図書館(干 270 竹我孫子市

我孫子旬55)までお送りください。

先着50名まで受iすけますガ、同

日消印多量fの場合は抽選します。

砂問合せ市民図書館ft84-1110

|古文書解読講座|

昭和55年度第1回「古文書解読

講座J を開きます。初めての万も

どうぞご参加ください。

砂包時 9月27巴、 10月4日 11 
日 .18巴 .25白、毎週土濯日、午

後オ時30分から3時30分まで

惨場所中央公民館

惨定員 40名
惨講舗笹巴蔵之助氏

岡田源治氏

惨テキスト川村家(柴崎〉文書

など市内文書より

砂申込み 9月16日から電話で

市史備さん重量へ官邸-2481

|海上阪大学校・海上保安糊|

傍受付期間 9月24日から10月ア

日まで

惨受験資裕昭和32年4月2日

(大学校学生は昭和35年4月2巴〕

以降生まれで次のどれかに該当す

る方。¢高等学校を卒業ま疋は昭 い。

和56年3月までに卒業する見込み

の方。②高等専門学校の第3学年

を修了ま主主|己主昭和56年3月までに

修了する見込みの方。③大学入学

資信横定に合格しだ万など、人事

院ガ①と同等の資格ガあると認め

る方。

|相野谷踏切の閉鎖|

10月2日〈木〉午前10時から、

相野台踏切ガ霞鎖仁なります。

|剃l学校30周年記怠祝賀式|

10月オ日〔水)10憶から倖育館

で式典を行います。

惨 問合せ第4小学校ft82-6151

| 忘 れられだ警便貯金
i還帳Id:あ せんか

郵政省では10年間ご利用がまつ

だくない郵便貯金¢預金者1之、ご

利用をおすすめする通知書を差し

あげています。この通知書をお送

りしてから2か月経過しても、な

お預払などのご利用ガないときは、

そ0:貯金に関する預金者の権利は

消滅しますので、通知書ガ届い疋

ら、すぐ郵便局へお申し出くださ

テレホンサービス
85-1313 
平日1<J:1週間の業務、巴躍・

休巳 に は 、 日 曜 休B当番医

がわかります。(24時間可能〉

記棺

砂日時 f日用6白(月〉 午前9
時から12筒、午後1憶か':>4時

砂場所市民相談室

明るい話題
⑨鹿児島興業株式会社〈柏市南柏

指揮山田一雄

ピ戸ノ・花房窮美

曲目:ドヴォルザーク/受響曲第

8番ト畏謁、ガーシユイン/ラプ

ソディ・イン・ブル、外山径三/

管藍楽のだめのラプソディ

日時:10月4巴〈土〕午後6時30

分

入場料:1700円〈全自由席〉

。市民会館名画座。

工デンの東
主演・ジエームスーティーン

筒督;工リ戸ー力ザン

原作ジョン・スタインベッワ

砂日持 9月21日(日)12時30分

惨入場料切口同(全芭自席〉

談| 争入場開閉

平賀書活、北口ひらが、荒井書

信、石川春光堂、ブックススズ

キ、十一屋書居、中安心民館、市

民会館、市民会館内ひろガり

※問合せ教育委員会社会教育課

官 邸 1511 
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争躍ります。

不 I~蛍光灯照明 *都市
|ガス用調問湯沸し器

層|ピ*ピ戸ノヰミ

面白|タイプ *セミダブル

守守|べ、ジド *ベピーダン

議|ス *電動ミシン
|争滋ってください春、

コロ三::クtべご
よほ孟持ヰ
||-1135シ、

(商工諜〉

募 集

市政10周年記念文化祭
短叡大会作鵠

惨日時 101弓268(日〕午後守符

から5時

砂金爆市民会館大会議室

惨作昆締切日旬月初日〈祝〉

惨申込方法ハガキ!こ雑諒2首、

住所、氏名、年齢、滋業を記入し

て申し込んでく止ささい。

砂申込 先 寿2-16 竹鈴木幸

官邸-0252
〈文化連想手賞沼短歓会〉

|硬式 テ ニ ス 市 民 大 会 |

惨種田 ダブルストーナメント、

男女苔ABCクラス

b日時 10月5日 '128 午前8
時集合(雨天煩延〉

砂場所湖北台中央公園テニスコ

ート

砂著書加費 1人200用

砂参加資格市内在住、在勤の16

歳以上の万

砂申唱且ゐ締切日 9月25日必着

砂申込み方法ハガキに参加クラ

スとベ戸名、住所を記入

砂申込み先 我孫子市中島幸3825-

4o 'Jリ11健一郎 ft87-2625 

|軟式テニス市民大会 |

惨日時 9月初臼(臼)9時開始

砂 種 別男子一部 (A級〉、 2部

〈巳級〉、壮年、女子1部 (A級〉

2部 (B級〉

惨鼠合方法各ダブルストーナメ

ント戦

惨会場男子(濁北台中央公園テ

ニスコート〉、壮年と女子(手賀

沼公園テニスコ ト〕※当日、各

コ トに集合のこと。

砂資格市内在住、在勤の高校生

以上と市軟庭連登録会員

惨事事加料 守チーム2∞円

砂申込み締切 9月23日
砂申込み方法 ぺ戸を組んで住所

氏名、年齢、種別を明記しハガキ

で。

砂申込み先我孫子市寿1-19ー

(4) 
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b
集合、午前9時開会

砂場所手費沼公園テ三スコ ト

砂参加資格 45歳以上で市内在住

在勤の万

惨参加費守人5∞円

砂試合方法ママさんクラブの協

力を得て混合ダブルスとする

砂申込方法ハガキに住所、氏名、

電話番号、年齢、前後衛問を記

入し、 9月20日までに申し込むこ

と。

惨申込先我孫子市柴緒449一犯B

詳しくは、千葉海上保安部管理

課宮0472(42) 7329 

|千葉県警察官|

惨探用予定人員 230名(男子〉

*大卒、卒業見込書昭和28年4
月2白から34年4月1自に生まれ

芝方

キ上記以外の方(高絞卒見込書〉

昭和28年4月2白から38年4月

1臼に生まれ疋方

砂採用予定期日昭和56年4月上

旬

砂受信期間 9月27日まで受{寸ま

す。

砂受付場所柏嘗察署、警察官派

出所、駐在所

詳しくは抱警察署へ

寸

」
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2丁目4番8ほか

砂申込受信 9月29日(月〉から

10月5臼(日〉

詳しくは千葉県住宅供給公社募

集諜まで官官472(27)日制

小椋久雄官82ー鉛4o ，8，成田二ユタウンの宅地分譲

|古典文学講獲| : 所在 飽 成田市橋酎1丁目ほ

争濠氏物語講読⑨

惨議師箆沢大学叡授池田俗氏

惨講mB 0第守口 10月38

(金) 0第2副知月17日〈金〉

O第3U司旬月31臼〈金 o第

4回 '11月刊日(金 o第5ロ
竹月28臼(金〉

砂 詩 筒 午 前T日時から12持

砂会場市民会館第2会議室

1米寿の祝!こ説話題呈|

郵政省簡易保険では、加入者の

ための福祉事業の一環として、高

齢者の健康の保持と増進、 J白書保

護¢場である加入者ホムを設け

るなどしています。今年a歳を迎

える人fさち(市内29名〉には、 00

1T目2番2号〉から社会福祉の

疋めにf∞万円の寄{寸ガありまし

だ。社会福祉施設整備のだめに使

わせていだだきます。

争飯包医院(白山1-25)から寿

保育園!こ乳児用ベッドガ寄贈され

ました。

⑥村山正之さん〈つくし野77-2日〉

政大臣から記念箇を諮り、米寿を から老人福祉セニターへ座布団5

お祝いすることになりまし疋。 授の寄贈がありまし定。

簡易保険の資会は、この他、地 / ¥ 

万自治Cいろいろ役立っています。((市民会舘@錯し物))

|⑮雪⑧ l ¥/
干潟の 然観察| 中東京都~響楽団コンサートo

広大な小園11河口の干潟で、シ

ギ・チドリなどの旅鳥、数種の力

二や員、濡溜りの稚魚を探します。

観察用異は特に必要としません。

砂期日 9月23日(祝〉

砂集合中央公民館前午前8時、

パス8時10分出発、午後5時頃帰

着

惨会費(突通その他}

大人 1∞0円
中学生以下 5∞円

惨待物と飯装 昼食、水筒、中昌子、

タオル、コム畏靴〈干潟時運|こ入

ります〉

惨定員 40名〈定員!こなりしだい

締め切ります〉

砂申込先渡辺義雄官82-0521

詳しくは干葉県都市公社成田安 |登

砂申込受信 9月17臼(水〕から 砂主催我孫子野鳥を守る会

9月22臼(月〉
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砂申込み締切 9月25日
修テキスト 守部 550円、初回に 砂申込み先企画課きで電話で

会場で配布します。

惨申込方法ハガキ巳住所、氏名、 お知らせ
年齢、電話番号ろ記入し、我孫子

市民図書館(干 270 竹我孫子市

我孫子旬55)までお送りください。

先着50名まで受iすけますガ、同

日消印多量fの場合は抽選します。

砂問合せ市民図書館ft84-1110

|古文書解読講座|

昭和55年度第1回「古文書解読

講座J を開きます。初めての万も

どうぞご参加ください。

砂包時 9月27巴、 10月4日 11 
日 .18巴 .25白、毎週土濯日、午

後オ時30分から3時30分まで

惨場所中央公民館

惨定員 40名
惨講舗笹巴蔵之助氏

岡田源治氏

惨テキスト川村家(柴崎〉文書

など市内文書より

砂申込み 9月16日から電話で

市史備さん重量へ官邸-2481

|海上阪大学校・海上保安糊|

傍受付期間 9月24日から10月ア

日まで

惨受験資裕昭和32年4月2日

(大学校学生は昭和35年4月2巴〕

以降生まれで次のどれかに該当す

る方。¢高等学校を卒業ま疋は昭 い。

和56年3月までに卒業する見込み

の方。②高等専門学校の第3学年

を修了ま主主|己主昭和56年3月までに

修了する見込みの方。③大学入学

資信横定に合格しだ万など、人事

院ガ①と同等の資格ガあると認め

る方。

|相野谷踏切の閉鎖|

10月2日〈木〉午前10時から、

相野台踏切ガ霞鎖仁なります。

|剃l学校30周年記怠祝賀式|

10月オ日〔水)10憶から倖育館

で式典を行います。

惨 問合せ第4小学校ft82-6151

| 忘 れられだ警便貯金
i還帳Id:あ せんか

郵政省では10年間ご利用がまつ

だくない郵便貯金¢預金者1之、ご

利用をおすすめする通知書を差し

あげています。この通知書をお送

りしてから2か月経過しても、な

お預払などのご利用ガないときは、

そ0:貯金に関する預金者の権利は

消滅しますので、通知書ガ届い疋

ら、すぐ郵便局へお申し出くださ

テレホンサービス
85-1313 
平日1<J:1週間の業務、巴躍・

休巳 に は 、 日 曜 休B当番医

がわかります。(24時間可能〉

記棺

砂日時 f日用6白(月〉 午前9
時から12筒、午後1憶か':>4時

砂場所市民相談室

明るい話題
⑨鹿児島興業株式会社〈柏市南柏

指揮山田一雄

ピ戸ノ・花房窮美

曲目:ドヴォルザーク/受響曲第

8番ト畏謁、ガーシユイン/ラプ

ソディ・イン・ブル、外山径三/

管藍楽のだめのラプソディ

日時:10月4巴〈土〕午後6時30

分

入場料:1700円〈全自由席〉

。市民会館名画座。

工デンの東
主演・ジエームスーティーン

筒督;工リ戸ー力ザン

原作ジョン・スタインベッワ

砂日持 9月21日(日)12時30分

惨入場料切口同(全芭自席〉

談| 争入場開閉

平賀書活、北口ひらが、荒井書

信、石川春光堂、ブックススズ

キ、十一屋書居、中安心民館、市

民会館、市民会館内ひろガり

※問合せ教育委員会社会教育課

官 邸 1511 
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